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都民連
だより ４月

小学生 
認知症サポーター

若い力

△「みんなにできることはなんだろう？」
講師の問い掛けに、真剣な表情で「優
しく接すること」と答える小学生。

△「みんなの優しい気持ちが地域の人たちを温かくするよ」という話に耳を傾けます。

認知症の具体的な
症状や、正しい接
し方についてビデ
オを見ながら分か
りやすく学びます。

△
東北地方太平洋沖地震
に際しましては、住民
の安否確認にご尽力い
ただきありがとうござ
いました。現在、本会
では、各民児協を通じ
て被災地への義援金を
呼び掛けております。
皆様の温かいご支援を
お願い申し上げます。

思いやり 

あなたと私の地域の“わ”
―東京都民生委員・児童委員・主任児童委員―
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若い力

「思いやりの心」を育む

谷口　雅彦
（目黒区南部包括支援センター職員）

　目黒区では、子どもたちが認知症
について正しい知識を学び、認知症
の方への接し方を考えるきっかけを
つくるため、昨年から、小学校の総合
学習の時間に「認知症サポーター養
成講座」を開いています。
　認知症サポーターは全国各地で養
成が進められており、平成22年12月
末時点では約230万人に達していま
す。また、平成21年には国が小中学
生向けの副読本を作成するなど、若
い世代を対象とした取り組みも進め
られています。
　目黒区の講座は、キャラバン・メ
イトという講師（地域包括支援セン
ター職員）が、子どもたちと対話をし
ながら進めるかたちを取っていま
す。身近な高齢者を話題に上げ、そ
の中で認知症が脳の病気であること
や、どのような症状が起こるのかを
分かりやすく伝えます。そして、具
体的な接し方についてビデオを視聴
し、子どもたちの気付きを引き出す
ようにしています。
　質疑応答の時間では「認知症は何
歳からなるの？」「人間以外の動物も
なるの？」といった子どもの目線か
らの率直な質問の声もあがります。
　この講座を通して私たちが期待す
ることは、「思いやりの心」を育むこ
とです。認知症の方に限らず、自分
たちの住む地域や人々に関心を持ち、
人に優しく、思いやりのある心が芽
生えていくことを願っています。

　

三
月
十
一
日
、
東
京
都
庁
大
会
議
場
に

お
い
て
平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
協
議
員

総
会
が
開
催
さ
れ
、
二
十
三
年
度
の
事
業

計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
本
年
度
の
主
な
事
業
と
予

算
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

事業通信
【自主研修】
○部会活動
・子育て支援部会（６・９・１月）
・児童福祉部会（６・９・１月）
・障がい福祉部会（５・８・11・２月）
・生活福祉部会（５・８・12・２月）
・高齢福祉部会（５・８・12・２月）
・主任児童委員部会（６・10・１月）
　（なお、部会活動推進事業として地元部
会の経費の一部助成を行っています）

○協議員研修会（５・３月）
○常任協議員研修会（８月）
【受託研修】
○新任研修（欠員補充対象／４・７・10・
１月期）
○現任⑴研修（就任１～３年対象／６・７月）
○現任⑵研修（就任３年以上対象／10・11・
１・２月）
○主任児童委員研修（全員対象／9・10月）
○会長・副会長研修（一部対象／６・７月）
○支庁研修（大島支庁対象／日程調整中）
○支庁合同研修（四支庁対象／日程調整中）
○民生児童委員メンタルヘルス研修
○民生・児童委員協力員研修（対象・日
程調整中）

【他機関が実施する研修への協力、参加】

研修事業

　

都
民
連
の
会
計
は
、「
都
民
連

特
別
会
計
」
と
、「
受
託
業
務
特

別
会
計
」
の
二
つ
か
ら
な
り
ま
す
。

「
都
民
連
特
別
会
計
」
は
、
会
員

で
あ
る
皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

だ
く
都
民
連
会
費
（
お
一
人
あ
た

り
年
額
五
千
四
百
円
）
を
主
な
財

源
と
し
て
、
部
会
活
動
や
各
種
会

議
等
の
自
主
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
、「
受
託
業
務
特
別
会
計
」

で
は
、
研
修
や
普
及
・
啓
発
事
業
、

活
動
記
録
の
集
計
、
活
動
事
例
集

の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

一
斉
改
選
に
伴
っ
て
、
収
支
と

も
に
増
額
さ
れ
た
昨
年
度
に
比
べ
、

二
十
三
年
度
は
主
な
事
業
に
大
き

な
変
更
が
な
い
た
め
、
予
算
額
は

い
ず
れ
の
会
計
で
も
例
年
並
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

単位：千円

平成23年度
事業計画・予算

都民連特別会計受託業務特別会計
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活 
動 記 録

あ

 れ こ れ

各地区民児協や関係機関との連絡・調整、情報交換
○協議員総会（単位民児協会長）
○常任協議員（区市郡支庁代表会長）
○児童委員、児童相談所、学校、子ども家庭支援セン
ター等の関係機関による地区連絡協議会
○民生児童委員事務担当者連絡協議会
○受章祝賀および歳末懇談会

民生児童委員とその活動に関する課題の検討や周知、広報
○指定民児協事業（２地区を指定／３年間継続の１年目）
　「支え合う民児協～班活動（チーム制）の推進に向けて～」
○都民連だよりの発行
　（年間４回発行／４・７・10・１月）
○都民連ホームページの運営
○民生委員・児童委員活動の普及・啓発
○地区民児協での研修用視聴覚教材等の
　貸出　等

本会事業の方針づくりや企画、検討、実施
○正副会長会
○常務委員会
○都民連だより編集委員会
○東京都民生委員・児童委員大会宣言起草
委員会
○東京都民生児童委員普及・啓発事業推進
委員会　等

東京都や全国民生委員児童委員連合会と
 協働して行う事業
○第65回東京都民生委員・児童委員大会
○民生児童委員活動事例集の作成
○民生委員・児童委員手帳の作成
○物故民生委員・児童委員追悼式
○活動記録集計・分析
○全国民生委員互助事業
○関係機関、団体等への代表者派遣　等

日
・
曜
日

活動概要 相 談・
支援件数 そ の 他 の 活 動 件 数 訪問回数 連絡調整

回　　数
活
　

動
　

日
　

数

内　
　

容

分　
　

野

調
査
・
実
態
把
握

行
事
・
事
業
・
会
議
へ
の

参

加
・

協

力

地

域

福

祉

活

動
・
自
主
活
動

民
児
協
運
営
・
研
修

証　

明　

事　

務

要
保
護
児
童
の
発
見
の

通

告
・

仲

介

訪
問
・
連
絡
活
動

そ

 

の

 

他

委

員

相

互

そ
の
他
の
関
係
機
関

（１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）（８）（９）（10）（11）

18
（月）

行政から依頼のあった、地デジのチラ
シを３軒のお宅に配布した。
そのうちのひとり暮らしの高齢者Ｓさ
んから、「テレビを地デジにするには
どうしたらいいか」と相談があり、デ
ジサポ（※）を紹介した。

（13）（16） ○

22
（金）

Ｔさん（46歳）から電話があり、「地
デジにするには、いくらかかるのか」
ということだったので、Ｔさん宅に向
かった。話を詳しく聞くと、失業し生
活が苦しく、日々の食事にも事欠くよ
うな状況だったので、生活福祉資金に
ついて説明した。

（７）（19） ○

　今年の７月２４日、アナログテレビ放送が終了し、地上デジタル放送（以下、
地デジ）へ移行されます。これに伴い、地デジに便乗した詐欺も発生しているた
め、高齢者や生活保護世帯に対する周知や相談活動に取り組んでいる委員もい
らっしゃるでしょう。
　今回は、行政から依頼を受けて行ったチラシ等の配布や、個別の世帯に対する
相談・支援活動について、下記の活動例をもとに確認しましょう。

地上デジタル放送にかかわる相談を受けました～

連絡・調整企画・運営

調査・研究・広報その他の事業

（※）デジサポとは総務省テレビ受信者支援センターの略称で、デジタル化に関する相談・支援を行っています。
　　 電話番号：デジサポ東京中央（区部・島しょ部）03-6743-0500／デジサポ東京西（市郡部）：042-716-2525

地デジにかかわる相談は、「軽
易な日常生活に関する相談・
支援」にあたると考え、相談・
支援件数の「日常的な支援
（13）」に記入します。

配布を伴う行政の事業に協力

３軒に配布

電話を受けて、その日のうちに
訪問した場合は、併せて１件

相談の中心となった内容（主訴）にあた
る項目を選択します。
ここでは、「生活費（７）」としました。
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「ストレスを
　　抱えていませんか？」

　

去
る
二
月
二
日
、
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
に
て
再
任
さ
れ
た
民
生
児

童
委
員
を
対
象
と
す
る
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
内
容
と
受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

民
生
児
童
委
員
活
動
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
や
も
え
つ
き
の
状
況
と

そ
の
予
防
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

生
き
生
き
と
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に

特 集

委
員
活
動
に
お
け
る 

　
　
　
　
　
　
ス
ト
レ
ス

　

委
嘱
さ
れ
た
そ
の
日
か
ら
、

地
域
の
相
談
役
と
し
て
活
躍
す

る
民
生
児
童
委
員
。
そ
の
責
任

と
多
様
な
活
動
の
中
で
ス
ト
レ

ス
（
精
神
的
重
圧
）
を
感
じ
る

委
員
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
研
修
に
際
し
て
行
わ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
」
委
員

が
、
約
８
割
に
上
り
ま
し
た

（
図
１
）。

　

そ
の
中
で
「
も
っ
と
も
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
や
す
い
」
こ
と
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、「
個

別
相
談
・
支
援
活
動
」
で
す
。

初
め
て
の
訪
問
や
精
神
疾
患
な

ど
対
応
の
難
し
い
ケ
ー
ス
、
過

剰
な
要
求
や
時
間
を
問
わ
な
い

相
談
、
高
齢
者
等
の
見
守
り
活

動
に
お
け
る
負
担
を
訴
え
る
声

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

調
査
や
証
明
事
務
、
集
金
・
募

金
に
伴
う
訪
問
、
あ
る
い
は
会

議
や
行
事
、
研
修
へ
の
参
加
も

回
数
や
方
法
等
に
よ
っ
て
は
、

ス
ト
レ
ス
と
な
る
場
合
が
あ
る

よ
う
で
す
。

　

一
方
、
民
児
協
の
組
織
運
営

や
委
員
同
士
の
人
間
関
係
に
心

を
痛
め
る
委
員
も
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
関
係
機
関
や
制
度･

施
策
の
不
備
、
地
域
住
民
や
マ

ス
コ
ミ
の
委
員
に
対
す
る
誤
解

や
無
理
解
も
ス
ト
レ
ス
の
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
る
も
え
つ
き

　

人
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と

そ
れ
を
解
消
し
よ
う
と
防
衛
反

応
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
異
常
を
き

た
し
、
図
２
の
よ
う
な
兆
候
が

現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
兆
候
が
出
て
来

た
と
き
に
心
配
さ
れ
る
の
が
、

「
も
え
つ
き
」
で
す
。
身
体
的

に
も
感
情
的
に
も
疲
れ
切
っ
た

状
態
の
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
を
示
し
ま
す
（
図
３
）。

も
え
つ
き
は
、
ス
ト
レ
ス
反
応

の
ひ
と
つ
で
、
精
神
力
や
能
力

と
は
関
係
な
く
、
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
で
き
ず
に
頑
張
り
続
け
れ

ば
、
誰
も
が
陥
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
「
手
を
抜
け
な
い
こ
と
が
多

い
」「
頑
張
っ
て
も
報
わ
れ
る

と
は
限
ら
な
い
」「
使
命
感
や

責
任
感
が
原
動
力
と
な
る
」
こ

と
は
、
も
え
つ
き
に
つ
な
が
る

図１　委員活動におけるストレス

図２　ストレスの兆候

□身体的、精神的、情緒的疲労感　□意欲の減退

□ささいなことに腹が立つ　　　　□自信の喪失

□人と暖かくかかわれない　　　　□仕事に疑いを持つ

□人とかかわりたくない　　　　　□抑うつ状態

□柔軟さにかける　　　　　　　　□責任放棄

□個人的な達成感がなくなる　　　□遅刻や欠席

□不健康な行動にのめり込む　　　□自己否定感

図３　もえつきの症状
心拍数の増加・
血圧の上昇･胸
部圧迫感・呼吸
困難・震え・こ
り･頻尿･手の汗
･頭痛･下痢・む
かつき・嘔吐・
食欲減退・慢性
疲労・睡眠障害
など

何かにのめり込む・
忘れやすくなる・
計算や語法を誤る・
空間を認知できな
い・集中力や注意
力の欠如・過去へ
の関心など

イライラ･怒りの爆発・うつ状態・疑い深い・嫉妬・
落ち着きのなさ・低い自己評価・不安感・興味の
喪失・主体性のなさ・他人の批判など

ストレス

不安

感情面の兆候

行
動
面
の
兆
候

生
理
的
な
兆
候

18.2

4.1

18.2

77.7%
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セルフケア20のチェックリスト
□　遊ぶこと
□　笑うこと
□　リラックスすること
□　柔軟性を持つこと
□　分からないことがあったら
　　質問すること
□　バランスの取れた食生活と
　　十分な睡眠
□　自分で意思決定すること
□　自分のニーズに注目すること
□　自分を守ること
□　自分の感情を知り、適切に
　　表現すること
□　自分の考えや意見を主張する
こと

□　自分のことを「かけがえのな
い存在だ」と信じること

□　必要なときは助けを求める
　　こと
□　自分のための時間をとること
□　なんでもほどほどにすること
□　イエス、ノーをはっきり言う
こと

□　適度な運動をすること
□　心地よいふれあいを楽しむ
　　こと
□　新しいものと出会って自分が
変われること

□　自分の限界を知ること

７点以下の場合は、自分のため
に重点的にセルフケアをしま
しょう

三
大
要
素
で
す
。
対
人
援
助
の

仕
事
に
は
、
そ
の
全
て
が
そ

ろ
っ
て
お
り
、
も
え
つ
き
と
常

に
背
中
合
わ
せ
の
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

援
助
す
る
側
が
健
康
で
、
自

分
の
ニ
ー
ズ
（
欲
求
）
が
満
た

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
長
く
質

の
高
い
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

始
め
よ
う
セ
ル
フ
ケ
ア

　

も
え
つ
き
の
予
防
に
必
要
な

の
は
、
ま
ず
自
分
自
身
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
そ
れ
が｢

セ
ル

フ
ケ
ア｣

で
す
。
自
分
の
ケ
ア

を
せ
ず
他
人
の
面
倒
ば
か
り
見

て
い
る
と
、
心
身
が
消
耗
し
て

い
く
の
は
当
然
で
す
。
ま
た
、

活
動
を
始
め
た
ば
か
り
や
立
場

が
変
わ
っ
た
り
、
役
職
が
与
え

ら
れ
た
と
き
は
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。
自
分
の
ニ
ー
ズ
が

満
た
さ
れ
て
い
る
か
、
図
４
の

よ
う
な
項
目
で
自
分
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
も
有
効
で

し
ょ
う
。

　

他
に
も
、「
自
分
の
境
界

（
図
５
）
を
設
定
し
、
過
剰
な

責
任
を
引
き
受
け
な
い
」「
仕

事
と
私
生
活
の
区
切
り
を
つ
け

る
」「
自
分
で
変
え
ら
れ
る
も

の
と
変
え
ら
れ
な
い
も
の
を
見

分
け
る
」「
物
事
に
優
先
順
位

を
つ
け
る
」「
問
題
が
あ
っ
た

ら
向
き
合
っ
て
話
し
合
う
」
よ

う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
、
も
え

つ
き
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

境
界
を
設
け
て
ま
す
か
？

　

民
生
児
童
委
員
の
仕
事
は
ど

こ
か
ら
ど
こ
ま
で
か
、
活
動
範

囲
の
整
理
が
難
し
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て
、

個
々
の
委
員
に
よ
っ
て
、
ま
た

利
用
で
き
る
社
会
資
源
の
状
況

に
よ
っ
て
、
そ
の
境
界
は
違
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
自
分

自
身
の
境
界
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
活
動
の
境
界
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
迷
う
時
は
、
一
人

き
り
で
そ
れ
を
決
め
て
し
ま
う

の
で
は
な
く
、
民
児
協
の
場
で

話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

個
々
の
委
員
が
抱
え
込
ん
で

い
る
活
動
の
悩
み
や
負
担
を
、

民
児
協
の
場
で
出
し
合
う
こ
と

で
、
悩
ん
で
い
る
の
が
自
分
だ

け
で
は
な
い
と
分
か
っ
た
り
、

仲
間
の
委
員
か
ら
適
切
な
助
言

や
支
援
を
得
ら
れ
る
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
そ
う
し
た

話
し
合
い
を
通
じ
て
、
組
織
と

し
て
活
動
の
境
界
を
共
有
で
き

れ
ば
、
各
委
員
が
自
信
と
や
り

が
い
を
持
っ
て
活
動
に
当
た
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

自
分
自
身
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と

組
織
と
し
て
の
ケ
ア
が
、
も
え

つ
き
の
処し
ょ
ほ
う方
箋せ
ん

に
な
る
の
で
す
。

講　師　　水澤　都加佐 氏
　　　　　（みずさわ・つかさ）
所　属　　アスク･ヒューマン･ケア研

修相談センターおよびヒー
リング＆リカバリーインス
ティテュート所長

図４　自分のニーズを満たしてますか？

図５　活動における適切な「境界」

６つの
「境界」

身体の境界
疲れていませ
んか？休んで
いますか？

時間の境界
自分だけの時
間を持ってい
ますか？

性的な境界
対象者に特別な
感情を抱いてい
ませんか？

お金の境界
相談相手にお
金を貸してい
ませんか？

責任の境界
何もかも引き
受けていませ
んか？

感情の境界
相手に無理に
合わせていま
せんか？
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地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
に
向
け
て　
〜
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
」の
構
築
は
、平
成
24
年
度
の
介
護
保
険

制
度
の
改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東

社
協
で
は
、地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

東
社
協 

コ
ー
ナ
ー

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
」
は
、
介
護

保
険
制
度
に
よ
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
そ
の
他
の
多
様
な
社
会
資
源
を
活

用
し
て
、
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
尊
厳
あ
る
生
活
を
継
続
す
る

た
め
の
仕
組
み
で
す
。
こ
の
実
現
の
た

め
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社

会
福
祉
協
議
会
の
具
体
的
な
協
働
の

姿
に
つ
い
て
、
東
社
協
で
は
12
月
16

日
、
標
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
初
め
に
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
教

授
の
和
田
敏
明
さ
ん
が
、「
単
独
世
帯

の
増
加
、
近
隣
関
係
の
希
薄
化
な
ど
の

社
会
の
変
化
に
よ
り
、
孤
立
し
た
生
活

が
広
が
り
一
般
化
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
再
構
築

し
、
支
え
合
う
体
制
を
実
現
す
る
な
ど

の
地
域
福
祉
の
新
し
い
役
割
が
出
て
き

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
実
現
の
た
め
に
は
、
顔
の
見
え
る
日

常
生
活
圏
域
に
多
様
な
機
関
や
活
動
が

協
働
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
重
要
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
東
京
都
内
の
地
域
の
実
践

報
告
と
し
て
、
ま
ず
は
、
東
村
山
市
北

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
鈴
木
博
之

さ
ん
と
東
村
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

安
井
浩
一
郎
さ
ん
か
ら
、
高
齢
者
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
諏
訪
町
ゆ
っ

と
」
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。「
ゆ
っ

と
」
と
は
、「
ゆ
る
や
か
に
、
つ
な
が

り
、
と
も
に
暮
ら
す
」
か
ら
つ
け
た
名

前
で
、
日
常
生
活
の
中
で
、
気
に
な
る

人
の
見
守
り
等
を
行
い
、
異
変
に
気
付

い
た
と
き
に 

、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
社
協
な
ど
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

で
す
。
東
村
山
市
社
協
で
は
以
前
か
ら

福
祉
協
力
員
活
動
に
よ
る
地
域
福
祉
活

動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
加
え
、
よ
り
個
別
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
す
。
続
い
て
、
世
田
谷
区
社
協
北

沢
地
域
社
協
の
金
安
博
明
さ
ん
か
ら
、

地
区
社
協
の
活
動
紹
介
が
あ
り
、「
地

区
社
協
に
お
い
て
発
見
・
共
有
・
解
決

の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
地
域
包
括
と

具
体
的
な
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
」
と
話
し
ま
し
た
。
東
社
協
で
は
、

今
後
と
も
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

TEA 
ROOM

　

水
墨
画
を
始
め
て
十
五
年
、
飯

田
さ
ん
の
自
宅
に
は
所
狭
し
と
作

品
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
親
せ
き

が
出
展
す
る
展
覧
会
に
何
度
も
足

を
運
ぶ
う
ち
、
自
分
も
描
い
て
み

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
初
め
て
教
室
に
行
っ
た
と

き
も
、
新
し
い
挑
戦
に
わ
く
わ
く

し
た
と
い
い
ま
す
。

　

椿
や
木
蓮
な
ど
自
宅
の
庭
に
咲

く
花
を
題
材
に
す
る
こ
と
が
多
い

飯
田
さ
ん
。

　
「
父
が
と
て
も
花
が
好
き
な
人

で
よ
く
家
族
で
花
壇
づ
く
り
を
し

た
の
。
だ
か
ら
、
花
を
描
く
と
そ

れ
を
思
い

出
す
わ
」。

飯
田
さ
ん

が
描
く
花

に
は
、
幼

い
こ
ろ
の

家
族
の
思

い
出
が
詰

ま
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

「
今
ご
ろ
実
家
の
花
は
咲
い
て
い

る
だ
ろ
う
か
、
仲
良
く
し
て
い
た

だ
い
た
隣
の
方
は
元
気
だ
ろ
う
か

と
、
田
舎
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

も
多
い
の
よ
」
と
、
懐
か
し
そ
う

に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

墨
を
す
る
と
漂
う
か
ぐ
わ
し
い

に
お
い
に
心
も
落
ち
着
き
ま
す
。

墨
独
特
の
深
み
や
温
か
さ
も
手

伝
っ
て
、
描
い
て
い
る
と
き
は
も

ち
ろ
ん
、
完
成
し
た
作
品
を
眺
め

て
い
る
だ
け
で
も
と
て
も
優
し
い

気
持
ち
に
な
れ
る
そ
う
で
す
。

　

濃
淡
を
美
し
く
表
現
で
き
る
よ

う
一
筆
ご
と
に
思
い
を
込
め
る
あ

ま
り
、
家
族
に
声
を
掛
け
ら
れ
て

も
気
付
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
か
。

ご
家
族
も
「
今
日
は
主
婦
業
お
休

み
？
」
と
言
い
な
が
ら
、
完
成
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ
る
そ

う
で
す
。
現
在
は
、
六
月
の
展
覧

会
に
向
け
て
新
た
な
作
品
に
取
り

掛
か
る
と
こ
ろ
で
す
。

墨
と
筆
に 

　

思
い
出
を
の
せ
て
描
く

飯い
い

田だ　

智と
し

子こ

さ
ん　

調
布
市
民
生
児
童
委
員



7

平成23年４月（第46巻４号）
都民連だより

新しい課題にどう取り組むか新しい課題にどう取り組むか

●
自
殺
の
現
状

大
島　

平
成
十
年
以
来
、
十
三

年
連
続
、
三
万
人
以
上
の
方

が
毎
年
自
殺
で
亡
く
な
ら
れ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

栗
原　

は
い
。
未
遂
者
も
含
め

る
と
、
そ
の
十
倍
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
一

人
の
方
が
亡
く
な
る
と
、
そ

の
家
族
や
友
人
な
ど
周
り
の

八
〜
十
人
の
方
が
心
理
的
影

響
を
受
け
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
大
変
深
刻
な
状
況
が
あ

り
ま
す
。

大
島　

東
京
都
の
現
状
と
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

栗
原　

自
殺
者
は
平
成
十
年
以

降
、
二
千
五
〜
八
百
人
で
推

移
し
、
五
十
代
後
半
の
男
性

が
多
く
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
女
性
の
自
殺
死
亡
率
や

若
い
世
代
の
人
口
に
占
め
る

割
合
も
、
全
国
に
比
べ
て
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
十
五
〜

三
十
九
歳
の
死
因
の
ト
ッ
プ

が
自
殺
で
、
二
十
代
で
は
そ

の
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

大
島　

複
数
の
要
因
を
抱
え
、

死
に
た
い
と
思
う
ま
で
追
い

詰
め
ら
れ
自
殺
し
て
し
ま
う

現
状
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
ね
。

●
東
京
都
の
取
り
組
み

大
島　

九
・
三
月
の
自
殺
対
策

強
化
月
間
に
は
、
広
報
等
に

お
知
ら
せ
が
目
に
つ
き
ま
し

た
。

栗
原　

普
段
か
ら
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
相
談
窓
口
を
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
月
は
さ

ら
に
電
話
相
談
の
体
制
を
強

化
し
た
り
、
新
聞
や
電
車
内

に
広
告
を
載
せ
ま
し
た
。

大
島　

若
い
世
代
へ
の
働
き
掛

け
も
あ
り
ま
す
か
。

栗
原　

例
え
ば
、
渋
谷
駅
等
で

大
学
生
た
ち
と
一
緒
に
、
相

談
窓
口
を
記
し
た
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
た
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
置
い

た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
勤
務

者
向
け
に
、
今
年
の
三
月
に

は
、
新
宿
・
立
川
駅
で
「
こ

こ
ろ
・
法
律
・
仕
事
の
悩
み
」

の
総
合
相
談
会
を
、
二
日
間

に
わ
た
り
平
日
の
夜
間
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。
※

大
島　

自
殺
は
非
常
に
身
近
で

深
刻
な
問
題
で
す
。
勤
務
者

は
、
日
中
は
相
談
で
き
ま
せ

ん
し
、
週
末
は
家
族
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
会
社
帰

り
に
立
ち
寄
れ
る
総
合
相
談

は
い
い
で
す
ね
。

栗
原　

親
の
自
殺
に
よ
り
、
残

さ
れ
た
子
ど
も
が
成
長
す
る

中
で
、
悩
み
を
解
決
す
る
手

段
の
一
つ
に
自
殺
を
考
え
た

り
、
親
の
亡
く
な
っ
た
年
齢

を
超
え
ら
れ
る
か
と
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
る
と
聞
き

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
、　

生
き
る
支
援
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

で
す
。

●
民
生
児
童
委
員
の
役
割

大
島　

私
た
ち
に
何
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

栗
原　

日
常
の
活
動
の
中
で
気

に
な
る
方
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ

保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
等

に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
相
談
先
に
つ
い
て
も
、
何

か
の
機
会
に
周
知
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大
島　

自
殺
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
意
識
す
る
こ
と
で
、

気
付
け
る
こ
と
も
あ
り
そ
う

で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

誰
か
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と

心
か
ら
願
い
ま
す
。

●栗原　博　氏
東京都福祉保健局
自殺総合対策担当課長

平成18年に自殺対策基本法
が制定され、自殺を個人の問
題としてのみ捉えるのでは
なく、その背景にさまざまな
社会的要因があることを踏
まえ、社会的な課題として受
け止め、取り組みを進めてい
く方向性が示されました。

ネットワーク対談

新しい課題にどう取り組むか
③自殺の現状と予防への取り組み

●大島　志づ江
編集委員
北区民生児童委員

自殺の相談窓口
【こころの悩み相談】　＊年中無休
●東京都自殺相談ダイヤル ～こころといのちのほっとライン～
　0570－087478（はなしてなやみ）（14時～翌朝５時半）
●東京自殺防止センター　03－5286－9090
　　（20時～翌朝６時／火曜は17時～翌朝６時）
●東京いのちの電話　03－3264－4343（24時間）
●東京多摩いのちの電話　042－327－4343
　　（10時～21時／第３金・土曜は10時～翌朝10時）

※東北地方太平洋沖地震の影響で、総合相談会は中止となりました。
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ピアカウンセリング
　障がいなど共通の問題を持つ当事者同士が集まり、お互いの苦しさ、つらさを話し合うことにより、
思いを分かち合い、助言し合っていくこと。障がい者から生まれた運動だが、現在はＨＩＶや難病、
不妊、不登校、引きこもり、自殺遺児・遺族、災害の被災者などさまざまな悩みや経験を持つ者同士
の相談援助活動として広がっている。

福 祉 関 係 用 語 の 豆 知 識

ほ
っ
と
な
短
通
信

カット　中野 昭子さん

編集後記

　都心がみぞれ模様の初雪
の日、今期編集委員の初顔
合わせだった。自己紹介か
ら始まり、皆さんが広報委
員としての経験不足を謙遜
した口調で話された。
　編集になると自己紹介が
ウソのように意見が飛び交
い、担当地区での熱心な活
動の様子がよく伝わってき
た。新入りの私は民生児童
委員４年生。お手柔らかに。
 桜井　慧雄

編集委員

桜井　慧雄（港 区）
大島志づ江（北 区）
古賀　昭弘（世田谷区）
牧田　勝夫（中 野 区）
細川　幸子（墨 田 区）
青山　豊子（町 田 市）
小林　邑子（武蔵野市）
酒井　治子（東村山市）
田所　佳洋（立 川 市）

編集協力

市東　和子（都民連広報担当副会長）
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東京都民生児童委員連合会
〒162-0823
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川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
　

募
集
内
容　

①
川
柳
（
未
発
表
の
も
の
）
②
氏
名
・
連
絡
先　

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
必
要
な
場
合
）

　
　
　
　

応
募
方
法　

郵
送
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
都
民
連
事
務
局（
左
記
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

from 

島
根
県
奥
出
雲
町
民
児
協

テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
た
見
守
り
活
動

　

島
根
県
奥
出
雲
町
民
児
協
は
、
見
守
り
活
動
の
一

環
と
し
て
、
町
が
実
施
す
る
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し

た
事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
テ
レ
ビ
電
話
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、
民
生
児
童
委
員
全
員
と
希

望
の
あ
っ
た
高
齢
者
宅
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
「
顔
」
を
見
な
が
ら
会
話
が
で
き
る
の
で
孤
立
感

が
薄
ら
ぎ
、
表
情
が
明
る
く
な

る
高
齢
者
も
多
い
と
か
。

　

民
児
協
で
も
、
天
候
を
問
わ

ず
、
在
宅
し
な
が
ら
い
つ
で
も

気
軽
に
「
顔
」
を
合
わ
せ
て
声

掛
け
が
で
き
る
の
は
、
心
強
い

と
好
評
で
す
。

from 
目
黒
区
南
部
第
一
地
区
民
児
協

元
気
な
老
後
を
支
え
る
地
域
の
輪

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
と
認
知

症
予
防
の
た
め
、
目
黒
区
南
部

第
一
地
区
で
は
平
成
十
九
年
か

ら
月
二
回
、「
脳
を
鍛
え
る
シ
ニ

ア
塾
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

民
児
協
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
で
企
画
し
た
活
動
内
容
は
、

体
操
、
脳
ト
レ
や
ゲ
ー
ム
の
他
、
二
週
間
の
出
来
事

を
話
す
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま

た
、
老
人
会
や
関
係
機
関
が
活
動
の
様
子
を
口
コ
ミ

で
周
知
し
て
い
る
か
ら
か
、
今
で
は
、
参
加
希
望
者

多
数
の
た
め
新
規
申
し
込
み
は
年
度
末
ま
で
待
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
ほ
ど
。
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
元
気
な
高
齢
者
を
支
え
る
輪
が
で
き
て
い
ま
す
。

from 

都
民
連

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
川
柳
を
ご
紹
介

託
さ
れ
た　

福
祉
の
絆　

だ
い
一
歩町田

市　

く
ぬ
み

こ
こ
ろ
の
目　

気
づ
い
て
開
け
る　

い
ま
に
し
て

板
橋
区　

Ｋ

お
元
気
で
す
か　

そ
の
ひ
と
こ
と
に　

春
の
風

渋
谷
区　

く
に
子

声
か
け
の　

窓
ぎ
わ
笑
顔　

安
堵
す
る

東
大
和
市　

神
原　

久

選　

都
民
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！


